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はじめに
　カサガイ類は笠形の殻を持つ巻貝の仲
間であり、世界中の潮間帯から深海域に
生息している。国内においては、主に潮
間帯岩礁域でごく普通に見られる。従 
来、カサガイ類の種同定には、殻形態や
その表面構造、歯舌の形状などが用いら
れてきた（佐々木，1999）。しかし、形態
形質については種間での類似や種内変異
があるため、形態のみに基づく同定は困
難な場合があり、しばしば分類学的混乱
をもたらしてきた（例 シボリガイ種群 : 
波部，1961；波部・小菅，1967；Nakano 
& Ozawa，2005）。分子系統解析が普及
した近年では、形態形質の違いに加えて、
DNA の違いを調べることで、形態と遺
伝子の両面から分類を行うことが一般的
になっている（中野，2018）。
　カサガイ類に限らず、生物の分類は技
術の進歩とともに発展を遂げてきた。そ
の一方で、過去の分類体系や種認識がど
のようなものであったか、特に日本の場
合、現在用いられている二名法が普及す
る以前の分類や種の認識について目が向
けられることは多くはない。しかしなが
ら、これらは当時の博物学や分類学的概
念を理解する上で重要な知見である。
　四方を海に囲まれた日本では、古来よ
り人々は文化や生活などの面で貝類と関
わりを持ち、様々な古典で貝類に関する

記述が残されている。このため、古典に
記された記述を調べれば、当時の貝類に
ついての知見とその背景を垣間見ること
ができる。
　現在、多数の古典がインターネット上で
容易に閲覧が可能となっている（図 1）。
そこで私は、普通種であるが形態での分
類が難しいカサガイ類に着目し、日本の
古典貝書におけるカサガイ類の記述を調
べることで、特に二名法が普及する以前
の日本における、カサガイ類の分類およ
び種認識の変遷に迫った。

1．江戸時代以前
　日本における貝類の分類学的概念は、
江戸時代において、中国の本草書である
本
ほんぞうこうもく

草綱目（李時珍 著，1596 刊）を基盤と
した本草学（薬物学）の発展に伴い形成さ
れてきた（金丸，1931；磯野，1999）。そ
れ以前の博物学的な貝類の記録として
は、平安前期に刊行された本
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（源順 撰，931–938 年頃刊）などが挙げら
れる。この二書は薬学辞典としての側面
が強く、貝類についてはそれぞれ約 20 種
が掲載されている（金丸，1931）。説明が
簡素なため同定できないものもあるが、
アワビ・サザエ・カキなどは既にこの名
称で認知されている。また、江戸時代中
期までの貝類は、カニ・ウニ・ヒトデな

どの硬い体を有する無脊椎動物や、カメ
などの甲羅を持つものと併せて「介類」 
として扱われており、例えば江戸時代前
期の本草書である和

わ
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かん
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会（寺島良
安 編，1712 年頃刊）では、カメとカニを

「介甲」として、ウニ・ヒトデ・貝を「介
貝」として掲載している（図 1 参照）。こ
のことより、本草学が発展する以前の貝
類は、分類の体系化はなされておらず、
食味や効能などの生活に関わる情報が重
視されていたと言える。また、上記に挙
げたいずれの書でも、カサガイ類につい
ての記述は見られなかった。

2．江戸時代前期～中期
　現存する古典における、おそらく最初
のカサガイ類の博物学的記録は、江戸時
代前期に刊行された本
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（人見必大 
著，1697 年刊）に記された「石
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陰子」であ
る。石陰子は通常、ウニ類に対して用い
られる古名である（磯野，2006）。しかし、
本朝食鑑では石陰子について、「殻は一 
片で対がなく、肉は面に向かってつく 

（島田 訳，1981）」と記述していること、
ウニは「霊

れい

羸
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子
し

」として記述していること
から、石陰子がカサガイ類を指している
ことが分かる。また、漁民すら食用とせ
ず、鳶などの鳥類が餌とするのみという
記述もあり、食用としては用いないとし
ている。
　さらに、後年発刊された日

にっとう
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 （神
田玄泉 撰著，1730–40 年頃刊）においても、
石陰子について「ヨメノサラ・カセカイ」
の 2 つの名称を持つとしている（図 2）。
挿絵から判断するに、これはヨメガカサ
科のマツバガイ Cellana nigrolineata も
しくはヨメガカサ Cellana toreuma であ
ると考えられる。これらの 2 種はいずれ
も潮間帯に生息しており、大型で認知し
やすい種であることから、「カサガイ類」
として最初に認識されたものと考えられ
る。また、本朝食鑑では明確に食用にし
ないとの記述があったのに対して、日東
魚譜では食味に関する記述がある。この
ため、食用としての当時のカサガイ類の
利用については不明である。
　江戸時代中期には、日本で最初の貝類

古典貝書から読み解く 
カサガイ類の分類学的変遷
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図 1．オンライン上で閲覧できる古典貝書の一例（和漢三才図会 中之巻．国立国会図書館デジタ
ルコレクションより）．
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（大枝流 
芳 著，1751 年刊）が発刊される。本書は
貝類とそれに関わる和歌の紹介に加え、
約 220 種の貝類が図版とともに記されて
いる。また、貝類を殻の形に基づいて、
蚌
ぼう

（細長い二枚貝） ・ 蛤
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（丸い二枚貝）・ 
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（巻貝）・ 無
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） （その
他の形状の貝類やフジツボ・カメノテな
ど）の 6 つに分類しており、この分類体
系が日本の古典貝類分類の基礎となった

（金丸，1934）。本書では、カサガイ類は
「磯貝」という名で、無對類であるとして
いる。ただし、ガンガラ（クボガイ類）に
ついても磯貝という名を持つとしてお
り、1 つの名前に異なる 2 つの貝類が割
り当てられている。カサガイ類の磯貝に
ついては、挿絵よりこちらもマツバガイ
もしくはヨメガカサと思われ（図 3）、ヨ
メガカサ類がカサガイ類の一般像として
認知されていたと推察される。
　このように、江戸時代初期～中期は、
食用などの有用種以外にも目が向けられ
るようになり、さらにそれらを体系化す
るという博物学的概念が認められること

から、日本の貝類学の萌芽期であると考
えられている（金丸，1933）。カサガイ類
についても、種を分けるには至っていな
いものの、この時代の文献から記述が見
られ始めることより（他の例：ヨメノサ
ラ；大和本草，貝原益軒 編著，1709 年
刊）、貝類学の発展に伴い、博物的な記録
が始まったと考えられる。また、この時
代におけるカサガイ類の呼び名は多数あ
るものの、多くの文献で「ヨメノサラ」の
呼称が見られた。このことより、この時
代では、カサガイ類を総称してヨメノサ
ラと呼称していたと考えられる。

3．江戸時代後期
　江戸時代後期には貝類学は急激に発展
し、中でも目八譜（武蔵石壽 著，1843 年
刊）は精緻な図と詳細な解説が記されて
おり（図 4, 5参照）、当時の貝類学を知る
うえで極めて重要な資料であるとされる

（黒田，1961；石井，2005）。種の認識も
かなり進んでいることが伺え、目八譜で
はカサガイ類だけで約 20 の名称が掲載
されており、そのうち 8 つはほぼ同一の
名前で現在も使用されている（表 1）。一

方で、カサガイ類も含めて、大き
さ・色彩の変異・殻の状態によっ
て、同種と見做しているものに対
して異なる名前を充てている場合
や（黒田，1961；表 1 参照）、1 つ
の名前に異なる複数種が充てられ
ている場合（例：カサガイ類の「鳰

にお

貝
がい

」と二枚貝の「鳰
にお

貝
がい

」）も散見さ
れる。このことより、この時代で
は依然として名称の混乱はあるも
のの、殻形態に基づいて貝類を分
類することで、種レベルの認識が
進んでいる一方で、同一種の認識
がありながらも異なる名称を与え
ている場合が見られたことから、
生物としての種で分類することよ
りも、標本として名前があること
が重視されていたと推察される。

4．明治時代
　明治時代になると、西洋貝類学
が本格的に流入し、それに伴い日
本の貝類分類体系は徐々に廃れて
いくこととなる。1900 年初頭に
は、東京帝室博物館（現：東京国
立博物館）の貝類標本の目録作成
に際して、従来用いられていた和
名と学名の対応付けおよび整理が
行われた（岩川，1900, 1905, 1909, 
1919）。そしてそれが普及したこと
で、日本の貝類分類体系は二名法

に基づく現在のものに近い形となった
（金丸，1951）。また、現在標準和名とし
て用いられている貝類和名の多くは、こ
こで固定された。カサガイ類においても、
深海性種についてはまだ記述が見られな
いものの、潮間帯に生息する普通種のう
ち、殻形態で判別が容易につく種は概ね
出揃っており、江戸時代に見られたよう
な名前に関する混乱もほぼ解消されてい
る。これより、西洋の知識の普及に伴い、
近代的な分類体系に従う日本の新しい貝
類学が始まったと言え、カサガイ類につ
いても今日の分類体系の基礎が固まった
といえる。

5．近代～現代
　明治時代以降は、1960 年代後半頃か 
らの電子顕微鏡による微細形態の観察 

（Runham & Thornton, 1967）や、1990 年
頃からの分子系統解析による遺伝的アプ
ローチ（Davis, 1994）によって、より多
くの形質を用いた貝類の分類が可能と
なった。分類体系は、このような新たな
技術がもたらす知見をその都度反映し、
変化を繰り返すことで現在の形に至って

図 2．日東魚譜における石陰子．図は 1741 年刊のも
の．䗩はカサガイ類を意味する漢字であり、現在でも中
国の一部の地域で使用されている．

図 3．貝盡浦之錦における礒貝．図が簡素なた
め、種の同定まではできない．

図 4．目八譜における嫁ヶ笠．ヨメガカサと
同定可能である．また種内変異も掲載してお
り、 種の認識が進んでいることが伺える．

図 5．ヨメガカサ Cellana toreuma の殻写真．
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いる。カサガイ類についても、形態的な
差異に基づく新種記載や深海性種の報告 

（波部，1944：波部，1948）によって種レ
ベルの認識が深まっていき、時代が進む
につれて、より詳細な内部形態の観察や
分子系統解析による分類学的再検討や整
理が行われたことで（Sasaki & Okutani, 
1993；Nakano & Sasaki, 2011）、現在の
分類体系へと変遷していった。

おわりに
　インターネットの発達とデータベース
の拡充により、本稿で取り上げた貝書以
外にも、数多くの古典が今や誰でも気軽
に閲覧が可能となっている。我々が従っ
ている分類体系が、果たしてどのような
過程を経て今日の形に至ったのか、時には
過去に目を向けてみるのもよいだろう。
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表 1．目八譜におけるカサガイ類の名称と対応する現在の和名
目八譜での名称 現在の和名 備考

嫁
よめ

ヶ
が

皿
さら

カサガイ類 目八以前のカサガイ類の総称

松
まつ

葉
ば

介
がい

マツバガイ

紅
べに

小
こ

皿
ざら

マツバガイ，ベッコウガサなど 赤みがかったヨメガカサ類

嫁
よめ

ヶ
が

笠
かさ

ヨメガカサ

鼈
べっこう

甲（斑
まだら

)介
がい

ベッコウガサ

網
あみがさ

笠 カサガイ

金
きん

皿
ざら

ヨメガカサ類？ 黄色みがかったヨメガカサ類か？図が無いため詳細不詳

銀
ぎん

皿
ざら

マツバガイ，ベッコウガサなど 裏面の光沢が強い , または白色のヨメガカサ類

姫
ひめ

小
こ

皿
ざら

ヒメコザラ 他多数 ヒメコザラ以外にも別種が多数混在

鳰
にお

介
がい

コガモガイ類 コガモガイ類の総称

鳬
けりがい / かもがい

介 カモガイ

青
せいらん/あおさぎ

鷺 アオガイ類 アオガイ類の総称

絞
しぼり

介
がい

シボリガイモドキ

牛
ぎゅう

蹄
てい/うしひづめ

マツバガイ マツバガイの大型個体

雪
ゆきのかさ

ノ笠 ユキノカサガイ

花
はな

笠
がさ

ユキノカサガイ 海藻の付着したユキノカサガイ

紅
も み じ

葉介
がい

ウノアシ

鵜
う

ノ
の

足
あし

ウノアシ，キクノハナ

蔦
つた

ノ
の

葉
は

ツタノハガイ

ツボミ ツボミ


